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1. 2020年3月期第3四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する四半期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第3四半期 65,789 △10.6 13,213 △1.7 8,692 △6.2

2019年3月期第3四半期 73,662 3.7 13,448 △18.5 9,268 △19.3

（注）包括利益 2020年3月期第3四半期　　12,242百万円 （―％） 2019年3月期第3四半期　　△1,467百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第3四半期 55.70 55.56

2019年3月期第3四半期 59.36 59.20

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第3四半期 6,007,903 380,706 6.3

2019年3月期 5,599,597 372,498 6.6

（参考）自己資本 2020年3月期第3四半期 379,090百万円 2019年3月期 370,879百万円

(注)「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。

　　なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 7.00 ― 19.00 26.00

2020年3月期 ― 7.00 ―

2020年3月期（予想） 17.00 24.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 88,500 △9.5 18,200 △5.6 12,100 △8.3 77.53

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

詳細は、添付資料P.7「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期3Q 156,977,472 株 2019年3月期 156,977,472 株

② 期末自己株式数 2020年3月期3Q 896,818 株 2019年3月期 957,176 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期3Q 156,056,558 株 2019年3月期3Q 156,130,807 株

(注)2019年3月期及び2020年3月期3Qの期末自己株式数には、株式給付信託（BBT）が保有する当行株式数（537,700株及び486,300株）を含めており
ます。

また、2019年3月期3Q及び2020年3月期3Qの期中平均株式数（四半期累計）を算定するにあたり、株式給付信託（BBT）が保有する当行株式の期中
平均株式数（552,880株及び507,794株）を控除する自己株式数に含めております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述については、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際
の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)連結経営成績に関する定性的情報 

当行は、地域経済の活力を引き出し、持続可能な地域社会の発展と当行の企業価値の向上を目

指し、地域産業の競争力強化とお取引先の企業価値向上に向けた徹底的なサポート、個人のお客

様向けコンサルティング機能の高度化によるきめ細やかなサービスを実践するなど、諸施策を展

開しております。 

日本銀行のマイナス金利政策による超低金利が続き、国内債券への再投資が難しい環境の中、

事業支援活動などによる貸出金の増加ならびに有価証券投資の多様化に努めました。また、企業

価値向上やコンサルティングといった事業支援や預り資産関連業務のほか、クレジットカード等

決済業務などの非金利収益増強にも努めました。 

この結果、当第 3 四半期連結累計期間の経常利益は前年同期比 2 億円減少の 132 億円（通期業

績予想比進捗率 72.5％）となりました。これは有価証券関係損益が増加したほか、与信費用が減

少したものの、一方で資金利益や役務取引等利益が減少したことなどによるものです。また、親

会社株主に帰属する四半期純利益は 5億円減少の 86億円（通期業績予想比進捗率 71.8％）となり

ました。 

(2)連結財政状態に関する定性的情報 

預金等（譲渡性預金を含む）は、4兆 689 億円（期中 713億円減少）となりました。これは、預

金で個人預金及び法人預金が増加し、公金預金及び金融機関預金が減少したことにより、期中 674

億円増加した一方で、譲渡性預金が期中 1,388億円減少したことによるものです。  

貸出金は、住宅ローンなどの個人向け貸出が増加したほか、法人向け貸出も増加したことから、

3 兆 2,096億円（期中 1,196 億円増加）となりました。 

有価証券は、日本国債への再投資が難しい中でリスクを見極めながらポートフォリオの入替を

行ったことなどから、1兆 6,163 億円（期中 170億円増加）となりました。 

(3)連結業績予想に関する定性的情報 

2020年 3 月期第 3四半期までの業績は概ね順調に推移しており、2019 年 11月 11日に公表した

2020年 3 月期の通期の業績見通しに変更はありません。 

なお、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部

現金預け金 769,410 1,039,904

コールローン及び買入手形 332 -

買入金銭債権 10,801 12,749

商品有価証券 57 50

金銭の信託 4,000 4,973

有価証券 1,599,306 1,616,332

貸出金 3,090,046 3,209,671

外国為替 5,957 4,697

リース債権及びリース投資資産 28,997 30,641

その他資産 69,972 71,235

有形固定資産 36,245 35,564

無形固定資産 5,327 6,039

退職給付に係る資産 - 403

繰延税金資産 262 180

支払承諾見返 16,441 14,867

貸倒引当金 △37,517 △39,363

投資損失引当金 △46 △44

資産の部合計 5,599,597 6,007,903

負債の部

預金 3,818,934 3,886,418

譲渡性預金 321,370 182,490

コールマネー及び売渡手形 75,973 618,424

債券貸借取引受入担保金 468,440 419,458

借用金 447,367 449,148

外国為替 7 13

その他負債 56,969 35,334

賞与引当金 1,008 -

退職給付に係る負債 11,258 10,419

株式給付引当金 315 369

役員退職慰労引当金 88 75

睡眠預金払戻損失引当金 414 371

その他の偶発損失引当金 969 950

特別法上の引当金 0 0

繰延税金負債 5,244 6,597

再評価に係る繰延税金負債 2,293 2,258

支払承諾 16,441 14,867

負債の部合計 5,227,098 5,627,196
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

純資産の部

資本金 20,705 20,705

資本剰余金 21,381 21,385

利益剰余金 276,800 281,504

自己株式 △724 △680

株主資本合計 318,162 322,914

その他有価証券評価差額金 54,697 57,764

繰延ヘッジ損益 △8 △0

土地再評価差額金 2,820 2,738

退職給付に係る調整累計額 △4,792 △4,326

その他の包括利益累計額合計 52,716 56,175

新株予約権 292 281

非支配株主持分 1,326 1,334

純資産の部合計 372,498 380,706

負債及び純資産の部合計 5,599,597 6,007,903
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第3四半期連結累計期間

(自 2018年 4月 1日
　至 2018年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 2019年 4月 1日
　至 2019年12月31日)

経常収益 73,662 65,789

資金運用収益 46,952 42,107

（うち貸出金利息） 24,570 24,883

（うち有価証券利息配当金） 17,575 15,332

役務取引等収益 8,564 8,120

その他業務収益 13,109 13,077

その他経常収益 5,036 2,483

経常費用 60,213 52,576

資金調達費用 7,505 3,284

（うち預金利息） 4,312 1,106

役務取引等費用 3,095 3,143

その他業務費用 15,392 11,607

営業経費 30,688 30,441

その他経常費用 3,530 4,099

経常利益 13,448 13,213

特別利益 89 0

固定資産処分益 89 0

特別損失 200 452

固定資産処分損 14 119

減損損失 186 332

金融商品取引責任準備金繰入額 0 0

税金等調整前四半期純利益 13,336 12,761

法人税、住民税及び事業税 4,355 4,249

法人税等調整額 △345 △199

法人税等合計 4,009 4,050

四半期純利益 9,326 8,710

非支配株主に帰属する四半期純利益 58 17

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,268 8,692
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第3四半期連結累計期間

(自 2018年 4月 1日
　至 2018年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 2019年 4月 1日
　至 2019年12月31日)

四半期純利益 9,326 8,710

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △11,450 3,058

繰延ヘッジ損益 △40 8

退職給付に係る調整額 697 465

その他の包括利益合計 △10,793 3,532

四半期包括利益 △1,467 12,242

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,452 12,233

非支配株主に係る四半期包括利益 △14 8
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(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

  （四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用の処理） 

一部の連結子会社の税金費用は、当第3四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じること

により算定しております。 
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３．四半期決算補足説明資料
(1)利益の状況（連結）

(単位：百万円)

前第3四半期 当第3四半期 (参　考)

連結累計期間 連結累計期間 通期予想計数

 (自2018年 4月 1日  (自2019年 4月 1日  (自2019年4月 1日
  至2018年12月31日)   至2019年12月31日)   至2020年3月31日)

経常収益 73,662 65,789 △ 7,873 88,500

経常利益 13,448 13,213 △ 235 18,200

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 9,268 8,692 △ 576 12,100

(注）「(参考)通期予想計数(自2019年4月1日 至2020年3月31日)」は、2019年11月11日に公表したものであります。

(2)利益の状況（単体）

(単位：百万円)

(参　考)
通期予想計数

 (自2018年 4月 1日  (自2019年 4月 1日  (自2019年4月 1日
  至2018年12月31日)   至2019年12月31日)   至2020年3月31日)

経常収益 61,030 53,065 △ 7,965 71,600

業務粗利益 40,151 43,238 3,087

資金利益 39,584 38,925 △ 659

役務取引等利益 4,525 4,215 △ 310

その他業務利益 △ 3,959 97 4,056

うち債券関係損益 △ 4,104 △ 58 4,046

経費(除く臨時費用処理分) 27,716 28,033 317

一般貸倒引当金繰入額　　　(Ａ) 964 △ 14 △ 978

業務純益 11,470 15,219 3,749 19,700

実質業務純益 12,434 15,205 2,771

コア業務純益 16,539 15,263 △ 1,276 20,700

コア業務純益(除く投資信託解約損益) 16,159 13,353 △ 2,806

臨時損益 1,319 △ 2,272 △ 3,591

うち不良債権処理額　　　(Ｂ) 2,504 2,869 365

うち個別貸倒引当金繰入額 2,279 2,748 469

うち貸倒引当金戻入益　　(Ｃ) -              -              -       

うち株式等関係損益 4,035 485 △ 3,550

うち退職給付費用(臨時費用処理分) 1,002 669 △ 333

経常利益 12,789 12,945 156 18,100

特別損益 △ 105 △ 343 △ 238

税引前四半期純利益 12,683 12,602 △ 81

法人税等合計 3,820 3,942 122

四半期(当期)純利益 8,862 8,659 △ 203 12,300

《参考》与信費用（Ａ）+（Ｂ）-（Ｃ） 3,469 2,854 △ 615

(注）1．「(参考)通期予想計数(自2019年4月1日 至2020年3月31日)」は、2019年11月11日に公表したものであります。

2．実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額

3．コア業務純益＝実質業務純益－債券関係損益

4．投資信託解約益は有価証券利息配当金、投資信託解約損は債券関係損益に計上しております。

(単位：百万円)

前第3四半期累計期間 当第3四半期累計期間

増　減

増　減

(単位：百万円)

連結ベースの経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益の状況は、2ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(1)連
結経営成績に関する定性的情報」に記載のとおりであります。 

当行単体の経常利益は、前年同四半期累計期間比1億円増加の129億円となりました。これは、資金利益や役務取引等利益が減少
したものの、有価証券関係損益が増加したほか、与信費用が減少したことなどによるものであります。また、四半期純利益は2
億円減少の86億円となりました。なお、2019年11月11日に公表した2020年3月期の通期業績予想に変更はありません。 
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(3)預金・貸出金・有価証券の状況（単体）

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

2018年12月末 2019年12月末 増　減 2019年9月末

預金等 3,964,283 4,083,785 119,502 4,042,812

預金 3,899,783 3,901,295 1,512 3,799,842

譲渡性預金 64,500 182,490 117,990 242,970

貸出金 3,056,642 3,236,489 179,847 3,157,824

うち消費者ローン 748,312 808,431 60,119 797,789

住宅ローン 646,003 704,875 58,872 693,188

その他ローン 102,308 103,555 1,247 104,601

有価証券 1,635,631 1,616,965 △ 18,666 1,570,722

 (ご参考）預り資産残高

2018年12月末 2019年12月末 増　減 2019年9月末

当行グループの預り資産残高 363,710 391,470 27,760 386,200

当行の預り資産残高 259,822 257,731 △ 2,091 260,108

公共債 19,843 14,254 △ 5,589 15,682

投資信託 71,475 71,822 347 73,160

年金保険 168,503 171,654 3,151 171,265

ごうぎん証券の預り資産残高 103,887 133,738 29,851 126,091

（注）年金保険は、一時払個人年金保険の販売累計額を記載しております。

(4)リスク管理債権（単体）

2018年12月末 2019年12月末 増　減 2019年9月末

破綻先債権額 2,338 4,052 1,714 2,330

延滞債権額 39,759 39,014 △ 745 39,001

3カ月以上延滞債権額 418 72 △ 346 39

貸出条件緩和債権額 14,504 17,454 2,950 16,938

リスク管理債権額(合計) 57,021 60,594 3,573 58,309

貸出金に占める割合(％) 1.86 1.87 0.01 1.84

（注）当行は、部分直接償却を実施しておりません。

(5)金融再生法開示債権（単体）

2018年12月末 2019年12月末 増　減 2019年9月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 14,944 17,055 2,111 14,464

危険債権 27,602 26,386 △ 1,216 27,260

要管理債権 14,922 17,527 2,605 16,977

金融再生法開示基準の不良債権額(小計) 57,469 60,969 3,500 58,702

総与信に占める割合(％) 1.82 1.82 0.00 1.80

正常債権 3,085,656 3,274,832 189,176 3,195,268

総与信(合計) 3,143,126 3,335,802 192,676 3,253,971

（注）当行は、部分直接償却を実施しておりません。

(単位：百万円)

(単位：百万円)

(単位：百万円)

(単位：百万円)

(参考) (単位：百万円)

(参考) (単位：百万円)

(参考) (単位：百万円)

(参考) (単位：百万円)

2019年12月末の預金等（譲渡性預金を含む）は、前年同四半期末比1,195億円増加し、4兆837億円となりました。これは、預
金で個人預金・法人預金が増加し、公金預金・金融機関預金が減少したことにより、15億円増加し、譲渡性預金が1,179億円
増加したことによるものであります。貸出金は個人向け・法人向けともに増加したことから、全体では1,798億円増加し、3
兆2,364億円となりました。また、有価証券は投資信託等が増加したものの、国債や外国証券等の減少から、全体では186億
円減少し、1兆6,169億円となりました。 
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(6)有価証券の評価差額（連結）

(参考)

評価差額 評価差額 評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

 その他有価証券 15,484 602 703 100 15,129 831 871 39 14,689 915 962 47

 株式 526 209 228 18 612 301 313 12 568 251 274 22

 債券 9,131 376 377 0 8,411 335 336 1 8,535 409 409 0

 国債 6,079 326 326     － 5,644 296 296     － 5,605 355 355     －

 地方債 1,915 25 26 0 1,916 20 21 1 1,919 29 29 0

 短期社債     －     －     －     －     －     －     －     －     －     －     －     －

 社債 1,136 24 24 0 850 18 18 0 1,010 23 23 0

 その他 5,826 16 97 81 6,105 194 221 26 5,585 254 278 24

(参考)

帳 簿 含み損益 帳 簿 含み損益 帳 簿 含み損益

価 額 うち益 うち損 価 額 うち益 うち損 価 額 うち益 うち損

634 △ 2 0 2 776 △ 1 0 2 755 △ 1 1 2 

(7)自己資本比率（国内基準）

 自己資本比率（国内基準）については、現在集計作業中であり、計数が確定次第、別途お知らせします。

 満期保有目的
 の債券

(単位：億円) (単位：億円)

時　価時　価時　価

(単位：億円) (単位：億円)

2018年12月末

2018年12月末

2019年12月末

2019年12月末

2019年9月末

2019年9月末

2019年12月末のその他有価証券の評価差額は、債券で減少したものの、株式及びその他（投資信託・外国証券）で増加したこと
から、前年同四半期末比228億円増加の831億円となりました。 
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